
カンボジア通信は河合

塾グループの社会貢献

活動「カンボジア教育

支援活動」が発行する

機関紙です。 

活動報告 

12月10日、河合塾桜山オフィスで、支援物資の仕分け作業を行いました。支

援物資は、全国の河合塾校舎・教室等で集められたもの、全国各地の団体や

個人の方から寄贈されたものなど、様々な皆様からご協力をいただきました。 

仕分け作業には河合塾スタッフのほか、河合塾COSMO名古屋の生徒の皆さん

が参加してくれました。物資を種類毎に仕分け・箱詰めし、ペンは実際に書くこと

ができるかをチェック。かなり手間のかかる作業でしたが、皆さんの協力のおか

げでスムーズに終了することができました。 

途中生徒たちに、カンボジアの現状・文化・町の雰囲気などを視察を終えたス

タッフから説明。日頃接することのない情報に興味津々の様子でした。 

今回の支援物資は全部で57箱。12月31日の貨物船で名古屋港を出航し、途

中シンガポールで積み替え、1月下旬にカンボジア・シアヌークビル港に到着。

その後トラックにて支援先の“カンボジア-日本友好学園”に届けられました。 

最後に、支援物資を提供していただいた方、仕分け作業にご協力をいただいた

方々に改めて感謝を申し上げます。 
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会計報告 

募金収入 

2015年度 

2016年度（11月まで） 

557,674円  

418,365円 

支 出 

＜2015年度＞ 
 増築校舎への机・椅子・黒板の輸送費一式 

 松原 明美氏講演（名古屋校・立川校） 

 教育支援物資（文具等）海上輸送費 
 

＜2016年度＞ 
 教育支援物資（文具等）カンボジア国内運送費 

1,850,269円 

247,300円 

165,083円 
 

 
129,452円 

毎年1回、全国の河合塾の

校舎や支援者から教育支

援物資を収集し、現地に輸

送する活動を行っています。 

物資支援 

高校生や高卒生を対象した、

カンボジアや海外での活動に

対する知識や体験を深める活

動を行なっています。 

交流活動 

活動

内容  



 昨年９月、支援活動スタッフ３名が約４年ぶりに、河合塾が支援する「カンボジア-

日本友好学園」の現状や、カンボジアにおけるその他の環境を調査するため視察に

行ってきました。そこで見つけたカンボジアの魅力やリアルなカンボジアの現状を、複

数回に分けて現地レポートとして報告します。 

さて今回はシリーズ第１回。私たちが支援する友好学園についてのレポートです。 

カンボジア視察 現地レポート vol.１ 

引き続き支援物資を募集しています 

ちょっと字を書いただけの使いかけのノートや、もう使わな

いえんぴつ・ボールペンはありませんか？ 

捨てるのは“もったいない”けど自分は使わないと感じたモ

ノを提供してください。詳しくは下記ＨＰまで。 

河合塾 カンボジア 検索 

http://www.kawaijuku.jp/sr/contribution/cambodia/ 

カンボジア-日本友好学園 について 

1999年、日本のNGO２団体の資金供与で設

立された中高一貫の半官半民の学校です。 

現在、大学進学者の増加に伴い入学希望者

が急増中。今年度の生徒数は約1700名、教

員数は39名。（2016年9月時点） 

 

河合塾では2000年から、友好学園やその近

隣校に対し、物資支援活動を行っています。 

（※左写真は2016年9月撮影。ワタミ株式会社の支

援で建てた大きな校舎が印象的。河合塾からも新品

の黒板を支援しました。） 

destination 

支援物資について 

文房具やチョーク等は、学園の生徒・

教員はもちろん、周囲の小学校などに

も配布しており、有効に活用。河合塾で

使用していた机・椅子も、背板を張り替

えるなどしながら使い続けています。 

1 
TOPIC 

卒業後は？ 

奨学金を得て大学を卒業し、現在は看

護士として働く者。村の農家にトラク

ターを貸し出し、農業の効率化を啓蒙

する事業を行う者も。一方で、経済的

理由から進学をあきらめる者もいます。 

2 
TOPIC 

お土産プロジェクト 

徳島商業高校と協力し、カンボジアの名

産品を使ったお菓子やアイスの製品化

をめざしており、現在その作業場を建設

中。学園の経済的基盤、また卒業生の

就職先となることを期待しています。 

3 
TOPIC 

聞いてみました！ 

学園は、在校生だけでなく地域の人達の拠所となっ

ていました。私達といっしょに学園代表のコン･ボーン

氏が来たことを知ると、話を聞きに人々が集まって来

ました。園の木陰で小学生が読書していました。大学

卒業後、村に戻って地域が豊かになる事業を起こし

た卒業生に会いました。学園を中心とした人のつな

がりを見ていると、こちらの気持ちもあたたかくなりまし

た。学園を通して、カンボジアの人達と関わりをもてた

ことをありがたく思いました。 

新校舎に支援した机、黒板 友好学園近隣の風景 学園卒業生との交流 
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